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災害NGO結 (ゆい)のご紹介

いち早く災害発生地へ駆けつけ現場を走り回り、

情報収集薔発信を通じて、支援・復興が円滑に行われる環境を整える。

東日本大震災から日本各地で起こる自然災害に関わり、

これまでたくさんの方に支えられてきました。

あたたかいご支援ありがこうございます。

地震、水害、竜巻と毎年各地で発生する自然災害。

災塞が起こると、当たり前に過ごしていた生)舌が一転、

建物などのインフラや、地域のつながりが大きく被災し)昆舌Lします。

災害NGO結はこれからも、こうした被災地域 |こ足を運び、

地域の目線に含わせ、被災地と社会を結ぶ支援活動をしていきます。

代表 前原 土武

講師プロフィール

名前 :前原主武 (トム)

出身 :沖縄

職歴 :美容師・旅人 (スノーモービルガイド・ラフティングガイド)・ 添乗員

災書NCO結代表

19了8年沖縄県生まれ。

美容師、アウトドア添乗員を経て、東日本人震災をきっかけに現職。

発災後24時間以内に災害地に駆|ずつけ、被書の概況の発信や今後必要とされる

支li髪を見立て、復 1目・復興期まで幅広鍾支i;髪調整業務を行う。

団体名である「結」は、出身地沖縄の「ユイマール」 (共同作業の習わし)と、

自然災害で被害饉遭われ困つている方々と、それをサポートしたい方々を少し

でも早<繋 |ずる事で未来の笑顔に結び付しヽてほしいという想いが込められている。


